
いちごドリルプリント

弥生時代 名前

問1 佐賀県に位置する吉野ヶ里遺跡は、集落の周囲に深い濠（ほり）や土塁を巡らせた「環濠集落」の代表例として知られています。このような大
規模な防衛施設を持つ集落が弥生時代に造られるようになった社会的な背景として、最も適切な説明はどれか、選びなさい。 （2020年 和歌山県公立入試

類似）

1. 仏教の伝来にともない、寺院を中
心とした聖域を保護する必要が生じ
たため

2. 本格的な稲作が始まり、土地や水
をめぐる集落間の争いが激しくなっ
たため

3. 頻発する大規模な洪水や高潮から
、住居や高床倉庫の浸水を防ぐ必要
があったため

4. 狩猟や採集の効率を上げるために
、獲物となる動物を追い込む囲いが
必要だったため

問2 佐賀県に位置する弥生時代の代表的な遺跡では、居住エリアの周囲を二重の濠（ほり）や高い柵が囲んでおり、外敵を監視するための物見櫓（
ものみやぐら）の跡も見つかっています。この遺跡の名称と特徴の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2022年 沖縄県公立入試 類似）

1. 三内丸山遺跡 ―
縄文時代の巨大集落

2. 板付遺跡 ―
広場に川が流れる開放的な集落

3. 吉野ヶ里遺跡 ―
大規模な環濠集落

4. 登呂遺跡 ―
仏教寺院が建立された集落

問3 弥生時代の祭祀で使われた青銅器のうち、釣鐘のような独特の形状をした道具について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2026年

滋賀県公立入試 類似）

1. 非常に鋭い刃を持ち、敵と戦うた
めの武器や木材を加工する工具とし
て使われた。

2. 表面に当時の狩猟や農耕の様子、
生活風景を反映した文様が刻まれて
いる。

3. 仏教の伝来とともに寺院に設置さ
れ、人々に時刻を知らせるために打
ち鳴らされた。

4. 土でつくられ、古墳の周囲に並べ
ることで死者の霊を慰める役割を果
たした。

問4 弥生時代に環濠集落が形成されるようになった直接的な背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2024年 沖縄県公立入試 類似）

1. 気候の寒冷化により、家畜を野生
動物の襲来から守るための囲いが必
要になったため。

2. 大陸から仏教が伝わり、寺院を中
心とした新しい町づくりが推奨され
たため。

3. 稲作が始まり、土地や水の利権、
蓄えられた食料をめぐる集落同士の
争いが激しくなったため。

4. 大規模な土木技術が導入され、洪
水などの自然災害から住居を守るこ
とが目的となったため。

問5 1世紀頃、日本（倭）の小国の王が中国の漢（後漢）の皇帝に使いを送り、皇帝から臣下として認められた証として授けられたとされる金印には
、どのような文字が刻まれていますか。 （2019年 長野県公立入試 類似）

1. 漢委奴国王 2. 卑弥呼 3. 親魏倭王 4. 志賀島

問6 弥生時代に稲作が普及すると、土地や水の利用をめぐる集団間の争いが起こるようになりました。こうした外敵の攻撃から集落を守るために、
周囲に深い堀や柵を巡らせた当時の集落の形態を何といいますか。 （2021年 愛知県公立入試 類似）

1. 竪穴住居 2. 高床倉庫 3. 環濠集落 4. 高地性集落

問7 1世紀半ば、日本の小国の一つであった奴国の王が、中国の王朝である後漢へ使者を送った時期の社会状況として、最も適切なものはどれですか
。 （2022年 愛媛県公立入試 類似）

1. 狩猟や採集を生活の中心とし、ナ
ウマンゾウなどの大型動物を追って
移動を繰り返す生活を送っていた。

2. 大陸から伝わった稲作や金属器の
使用が広まり、食料の蓄えや土地を
めぐる集落間の争いが起こるように
なった。

3. 仏教による国家の安定を図るため
、聖武天皇の命によって全国各地に
国分寺や国分尼寺が建立された。

4. 巨大な前方後円墳が築造されるよ
うになり、その周囲には死者を供養
するための埴輪が並べられた。

問8 歴史上の出来事を整理する際、100年単位の「世紀」という区分が用いられます。例えば、西暦300年という年は、何世紀の終わりの年にあたり
ますか。 （2023年 山形県公立入試 類似）

1. 3世紀 2. 4世紀 3. 2世紀 4. 30世紀

問9 九州北部の福岡県付近で発見された弥生土器に象徴される時代には、大陸から青銅器の技術が伝わりました。この青銅器の一つである「銅鐸」
は、日本において主にどのような目的で用いられたと考えられていますか。 （2016年 長崎県公立入試 類似）

1. 大陸との交易において支払いに使
われた、和同開珎などの貨幣

2. 脱穀を行う際に使用する、千歯こ
きなどの農具

3.
豊作などを祈るための、祭りの道具

4. 武士が戦場で敵を攻撃するために
使用した、実戦用の武器

問10 弥生時代の稲作の普及に伴って変化した人々の生活や道具について述べたものとして、正しいものはどれか。 （2023年 佐賀県公立入試 類似）

1. 金属器はまだ伝わっていなかった
ため、すべて木製の農具と黒曜石の
打製石器のみで耕作が行われた。

2. 人々は獲物を求めて移動生活を続
け、土器は表面に縄目の文様がある
厚手で大まかな作りのものが主流と
なった。

3. 収穫した稲を湿気やネズミから守
るために高床倉庫が造られ、穂首を
刈り取るための石包丁などが使われ
た。

4. 稲作を管理するために、強力な権
力を持つ支配者が各地に巨大な前方
後円墳を築かせた。

問11 弥生時代に大陸から稲作の技術とともに伝わった金属器について、武器や工具として実用的に使われた鉄器に対し、主に豊作を祈る祭りなどの
祭祀（儀式）に用いられたものを総称して何といいますか。 （2026年 滋賀県公立入試 類似）

1. 青銅器 2. 埴輪 3. 磨製石器 4. 鉄器

問12 弥生時代に大陸から稲作が伝わると、収穫のための道具として磨製石器の一種が広く使われるようになりました。中央に2つの小さな穴が開いた
半月形の形状をしており、稲の穂先のみを摘み取るために使用されたこの道具の名称を選びなさい。 （2024年 秋田県公立入試 類似）

1. 石包丁 2. 鉄鎌 3. 磨製石斧 4. 尖頭器

問13 3世紀に邪馬台国の卑弥呼が、中国の魏へ使節を送り「親魏倭王」の称号や銅鏡などを得た背景について、当時の日本の状況を踏まえた説明とし
て正しいものはどれですか。 （2021年 茨城県公立入試 類似）

1. 日本の優れた絹織物を中国全土に
普及させ、大陸での市場独占権を皇
帝に認めてもらうため

2. 国内の諸勢力が争う中で、中国と
いう大国の後ろ盾を得ることで自ら
の権威を高める必要があったため

3. 魏の軍事力を直接日本に呼び寄せ
、反対勢力を武力で一掃して一気に
領土を拡大しようとしたため

4. 中国が日本に対して朝貢を強制し
、従わない場合は貿易を禁止すると
通告してきたため


